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【写真は優勝した丹山㊨と今大会に出場した仲のいい瀬戸山㊧】 

 

 優勝が決定しても、信じようとはしなかった。「夢としてこうゆう（優勝）を思うことは

あるが、まさかね。不思議だ。ベスト１０入りが目標だったし。できすぎ。まぐれ。ラウン

ドできるかどうかも分からんかったし」と丹山が首をひねる。 



その理由はこうである。右肩の調子が思わしくなく、脊柱管狭窄症にも悩まされていた。

「参加料を捨てるつもりで」とエントリーをしたのは締め切りの１日前。ただ、ゴルフ仲間

の瀬戸山英夫（レインボー、８０歳）が今大会にデビューするため、４度目出場となる丹山

が一緒に行くことを約束していた。出場は微妙な状態で、キャディーさんにも「ハーフでや

めるかもしれない」と断っていたほどだが、何とか完走した。 

そして優勝である。本人が言うには「力が抜けて良かった」と。ドライバーショットでフ

ェアウエーを外したのは１４ホール中３度だけ。みんなが手こずったグリーンも「タッチも

合ったし、ラインも出た」と４バーディー（６ボギー）である。これまで３度の成績は１９

位、１７位、昨年は２度のトリプルボギーもあって２８位だった。宮崎県内では新聞社やテ

レビ局主催の大会などで６度の優勝を誇るが、今大会は優勝争いとは無縁。丹山が優勝を不

思議がるのも頷ける。 

ゴルフとは５０歳前に出合った。兄弟と身内から誘われ、鹿児島の桜島ＣＣ（閉鎖）でプ

レー。「ボールの飛び方に感動した」のがきっかけとなり、それからのめり込んだ。小学校

の校長を退職し、自己流で腕を磨いた。「テレビがお師匠さん」とＹｏｕＴｕｂｅを見なが

らスイングやパットをチェックする。これまでの師匠は杉原輝雄、藤田寛之、宮本勝昌らが

並ぶ。「いつもはなまけているけど、コースに来るとしゃきっとなる。６０～７０歳に負け

んように競争する。これがいい」と身長１６０ｃｍ、今大会最年長Ｖとなる８４歳のチャン

ピオンが不敵に笑った。 

 

１４２０回目のエージシュート 

 〇…今大会最年長９０歳での出場を果たした安藤喜

三郎（大分中央）が４３・４４の８７（２８位）で回

り、通算１４２０回目のエージシュートを達成した。

６９歳の時に６９でラウンドして初エージシュートを

記録して以来、２１年目でこの数字となった。「今日は

よう打ちました。つまらんショットが多かった。３パ

ットも６回」と１８ホールを振り返った。現在では年

間１４０～１５０ラウンドをこなし、昨年などはエー

ジシュートができなかったのは３度だけ。区切りの１

５００回目は「来年夏ごろ」を目標としている。昨年、

新車を購入したのだが、そのナンバーは「６６－９９」。

６６はこれまでのベストスコア、９９は「９９歳まで

ゴルフをしよう」という意欲を形にした。７０歳時の

２００３年に日本グランドシニア選手権を制した安藤

のゴルフ姿は溌剌としている。 



目標達成の初優勝 
６６歳から始めて７年目 

「ゴルフで友達いっぱい」 
《九州スーパーシニアカップ女子》 
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 この大会は男子のラウンドが終了して、その後に女子が続く。男子の優勝が同じ宮崎県の

丹山と知らされて、岩切は「それは良かったですね」と丹山と握手を交わした。面識はない

が、同県のよしみである。 

 岩切も丹山と似たような優勝コメントを発した。「びっくりしました。まさか優勝すると

は。優勝するまでは、この大会に出たいと思っていたので、目標が達成できました」。女子

の第１回からのＶスコアは７３、７７、７８といずれも７０台。岩切のスコアは８２だった



だけに、なかば諦めていたかもしれない。 

 インスタート。１１番でダブルボギーを叩き、続く１２番でもボギー。悪い流れを断ち切

れずに１５番でもダボ。結局、前半は７オーバー４３と初優勝には程遠い数字であった。ひ

と息ついて折り返した３番でバーディーが来ると、その後を４ボギーとしのぎ、後半を３９

と粘る。２位の土器悌子（佐賀、８３歳）とは１打差。もし並んでいたら、「年長者上位」

という大会規定で、岩切の立場は逆になっていた。 

 高齢者になると、病気やケガは友達のようなもの。岩切も今年、股関節を痛めた。飛距離

を求めて練習しすぎたせいか、支障をきたしたのである。それからはテーピングでしっかり

固定して大会に臨んでいる。今年５月には宮崎県のテレビ局主催の「ＭＲＴレディースゴル

フ」で優勝。ベスグロ、ニアピンまで手にした。「股関節が痛いので上半身だけで振るよう

にしたら『７２』。今日もそんな感じ。今年はいい年です」と相好を崩す。男子の丹山同様

に「災い転じて福」となった。 

 ゴルフは友人に誘われて６６歳から始める。５５歳まではＮＴＴに勤めていた。クラブを

持ち始めた当初は、どの番手を持っても１００ヤードしか飛ばない。１年間はコースには出

らずに、ひたすら練習場でボールを打った。これまでのベストスコアは「７０」。 

 「ゴルフで友達がいっぱいできるし、いろんな大会に行くのが楽しみ。いろんな所におい

しい物を食べに行けるのもゴルフの魅力。年齢より若く見られるのもゴルフのお陰」。若さ

の秘訣はゴルフにありー。 

 

 

《熊本ゴルフ倶楽部城南コース》 

 

 



 

 

 

 


